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海震 に伴 う海底地盤の 振動特性 に 関す る 基礎的研 究
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Su   ary

　　The 　purpose　of 　this　s撫 dy　is　to　g瓰 sp 　a
”
sea 　shockll 　phenomen｛｝n　considering 　scabed 　condition ，　Therefore　wo

introduce　Green　fUncti  n　which 　isロ sed 　fbr　the　calculation 　f｛）r　the 　rosponse 　of 　ground　displacement　caused 　by
dynamic　pressure　and 　calcu 【atio ： methDds 　of 　response し｝f　seabed 　displacement　caus 巳d　by　hydrodynamlc　pressure
duじ しo　 sea 　 sh   k．　Furthem｛｝re

，
　 we 　introduce　 a 輸 cident 　 wave 　po【entlal 　 of 　sea 　 shock 　phenomenon 　 considering

reflection 　and 　reftaction 　on 　seabed 　boundary，
　　The　conclusions 　 obtained 　by　the　present　paper　ar ¢ that　the　calculation 　resa ≧ts　of 　green　funGtior言 for　eia 就 ic
ground　du ¢ to　dynamic　pressure　is　 colltroned 　 ray 皇eigh 　 wave 　 component ．董n　addition ，　cha 拙 c亡eristics　 of 　seabed

oscillatlon 　due　to　earthquake 　wave 孟s　changed 　substa 飢 ially　by　the　seabed ．

1． 緒 雷

　海底面の 鉛直地震動が 水中 を疎密波 （縦波） と して 伝播

す る 「海 震 」 と呼 ばれ る現 象 に つ い て は，座 礁 した と き の

よ うな 衝撃を受けた1等 の 船舶 に よ る 被害記録
Dが 残 っ て

お り，浮体式海洋構造物へ の 影響が 懸念 され て い る．しか

しな が ら，強地 震 観測 の 結 果 を期待す る こ とが 難 し く，水

理 模 型 実験
コ〕 に よ る現 象 の 再 現 が 困難な た め，数値 計算 に

よ る 系統的な研究 に頼 られて い る
3｝．

　著者 らは，こ れ まで に大 規 模 な 浮 体 式海洋 構造物 を対象

と して ，数値計算 によ っ て海震 の 影響を検討して きた O．r，）、

そ の 結果，疎密波が 進行波 とな らな い 低周波数帯 に もか か

わ らず，浮体端部か ら放射 され る疎密波 が干渉 し，定在波

が 発 生 す る 共振周波数が 確認 され，浮 体式構造物 並 び に 海

底地 盤表 面 に大 きな 動水 圧 が作 用す る こ と が示 され た，こ

れ よ り，何 らか の 形 で 地 盤内に 疎密波 の エ ネル ギ
ー

が 伝搬
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す る と考 え られ る，

　森 田 ら e は，境界層 に おける 疎密波の 反射 ・屈折が物性

の イン ピーダン ス 比 で 評価 で き る こ とを 利用 して ，地盤中

へ の 疎 密 波 エ ネ ル ギ
ー

の 伝 達を 考 慮 した 境 界 条 件 を満 足 す

る 核関数を誘導 して い る ．こ の 方法は，地盤表西の 物性か

ら地盤上 に お ける疎密波の 反射率を 既知 と した解析で ある

た め に ．水 中 音場 の 評価 に 限定 す れ ば，効果 的 な 手 法 と考

え られ る．ま た，肥 後 ら
T）は，境界 要 素法 を用 い て 堆積層

の 影響を調 べ て お り，海震荷重の 共振周波数特性が変化す

る こ とを 示 して い る．しか しな が ら，両 手 法 共 に、表面 波

の 発生を伴っ た海底地盤の 振動特性並び に地盤内 に吸収さ

れ る 疎密波工 ネル ギ・一一全て を考慮して い る もの で は な い ，

　本報告で は，「海震」現象の 基本的性質を把握す る ため に，

海底地 盤を 半無 限均質弾性体 と仮定 して，海震 に 凄、る動水

圧 が 作 用 した 場 合 の 地 盤 状 態 を検 討 す る こ とを 圏的 とす る．

こ の た め 、 原 子炉 建て 屋 並び に 群杭等 の 地 震 時挙勤解析 で

実績 を有す る地表譲で の 境界条件を満足 した 半無限均質弾

性体の グ リ
ー

ン 関 数
s／’・9｝

の 特性 を紹 介す る と と も に ，海底地

盤 に動水 圧 が 作 用 した 場合 の 地盤内変位 の 算定方法 に つ い

て 述べ る．さ らに．地 震波が 地 盤
・水 中を伝播す る 現象 を

考慮 した 海震問題 に お け る入 射波ポテ ン シ ャ ル を誘 導し，

そ の 特性 に つ い て も報告す る，
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2． 理 離 獸 算

翌、f 家中およ び地盤の境界条僻と基礎方程式

　本報告は 2 次 元 問題 を扱 う も の で あ り，流 体 は 非 粘性で

か つ そ の 運 動 は非 回 転で あ る と し，圧 縮性を 考慮する ．座

標 系 は，Fig、1に示 す よ う に 水深 h の 静水面上 に x 軸，鉛直

ド向き に y 軸 を定義す る ，但 し，SFは 自由 表面，　 SBは水 底．

Sflは浮体 表 面、　 Ssは 無 限 遠 で の 放 射 条 件 を満 た す 境 界 を衷

す ．ま た，n は 境界一ヒに 立て た流体中 に 向か う 判 立法線 を

示 して い る．こ の ときの 流体運動 を周波数領域で 表示す る

と，速度ポ テ ン シ ャ ル φは （1）式 の Helmholtz方 稈 式 を支配

方程式 と し，（2）式に 示す境界条 件 を 満 足 す る も の とする ．

△di＋ KALip ＝＝O
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∫．。 ｝

（1）

（2）

た だ し，水底 につ い て は後述す る もの とし，Ka （
’・＝

ω 1C ）

は 波数，C は 水 中音速 で あ る．（2）式 の 箋 界 条件 に お い て，

浮体表 面の お よ び水 底 面で の 境界条件以 外を満足す る グ リ

ーン関数s（p、Q）は，観測 点 p伝y）お よ び 特異点 g 〔41n）を 用 い

て （3）式 の よ う に 表示 され る
4〕．

s（P ，Q ）

一一
÷射 畦〕細

q月＝

　　　呂 際
一一

／is／
・　　 1

・
r 脚

21

　 　 n ＋ 一　 〉トー，】

　　　 ユ　 L・ ノ 1

・ ．
q，／　fl　−x　一　c

”
：

（3）

△ 一募＋壽　　k2 一ρ

詈
2

・　v −
、≒ （6）

た だ し， 7
’
e
は 変位ポテ ン シ ャ ル，ρ s は 地 盤密度 ，C はせ

ん 断 弾性 係 数，ω は 円周 波 数，σ はボ ア ソ ン 比 とす る．ま

た，κ1
篇

ろ y，
≡ y，蜘 ≡ “ は．v 方向の ，，物 ≡ ，v は y 方向の 変位

と定義 され る．こ こ で 、回転 を 表す変位ポテ ン シ ャ ル ω ，

を 導 入 す る と．（7）式 に 示 す Helmholtz方 程式 を満 足す る．

ー
100

＝

單
ξ

　
ε

レ
レ

ユ

2

κ

々

十

十

』
仏

ズ ．⊥二 好
　 　 　 2

　 　 　 ！

握 〕
一
〔乎レ 〔〕

、厨ll可 飢 吟 圃

（4）

　地盤 に つ い て は，半無限均質弾性領域 に お け る 弾 性波 動

理 論 に従 う も の とす る．こ こで，水面 上 を原点 e とする 固

定 座 標系と共 に ，地盤内で の 方程式の 定式化に 用 い る水 底

上 を原 点 o
’
とす る局 所 座 標 系 を定 義す る．た だ し，κ 軸は

固定座標系お よ び 局所座 標 系に お い て 同
一

で あ るた め，以

下 の定式化 で はす べ て x で 統
一

す る もの とす る．地 盤 内で

の 基 礎 方 程 式 は 以 下 の よ う に 示 す こ と が 可 能で あ る．

仏・ ・
2M

、
・ 1÷祭一

い 司 ・・
　 　 　 　 　 　 　 　 丿

（7）

（8）

た だ し，K は P 波の ，　 k・は S 波の 波数で あ り，1〈＝　a？rWf，，　 k＝

ω 供 と し V
，
　，V〜

は P 波，　 S 波の 速度 とす る ．こ の 時変位成

分は，（9）式 と表 示 され る．
　　　　　　　　　　 ぬ
　　　 1 ∂匹 　　i δω ei

u 　＝　
一一 ．一 @ 　　十　　@ 　

　一i 導
曇鬻　

　（ 9 ） ま た，水 底 で の 境 界に 働 く x お よび y 方
向の境

界

ti ．’2 は ae ）式

表示 でき る．き÷ 1
凝

〔 1 ・ 景 卦 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　

　
　　　（ユ e ）

箸
÷1 ・劃・ ・ 謡 ，例 　

水と 地盤 と の 境 界 y ’ ＝ y 覗 隔 0

上 で は y 方 向変 位が 連 続 でなければならな い ． た だ し

粘 性 を 無 視 す るの で x 方 向 はス

ッ プ して 良
も
のと す る． 　　

正 　∂ v＝一一φ，　θ尸り隔o 　　　　
　　　　 　

　
　　
　

（ il ） 　　匠 ω b “　） 1 また ， 境界Jy に つい

は ，水 平方向にせん断力 が働か ない

こ
と
から， （ 12 ）

式が成

する． tE ＝0 ， 0n ） 1 ’＝ 0 （5 ） 　さ

に
，

鉛
直
方向

では． 水圧と等し い
ため

t2

P＝一‘

ω φ，　ony ＝

（12 ） （ 13 ） な る 条 件 がある ， 水 中の

テンシャル は，以下 の積分 方程式 で与 えられる． 凶，y）討

仁・圓5（ろy；勤惣ξ （ y − o ） （
ls

） 2 ．2 　地 盤 巍 面の圧力に よる地盤内 縫 龍 1 鋤 　 2 、 1 節

定 義し た re ， ，ω、．は．
そ
れぞれヘ ルム ホ ルツ 方程 式

解であるから地盤内（y’≧O ）で次のように表され

．
Fig

． 1 　 　 Coordin 勘 te 　 sys ヒ
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嗣 一
÷仁・ （鴫 岬 （・・レ・

鴫 ・う号仁礁 ・）音・12’（kROkDd ξ

（15＞

（16）

R − （x　一・　eF ・ （y謡 ，　 R・　・・（x 一ξ）
2

・ （y ・り）
2

こ こ で ，ハ ン ケル 関数の フ
ー

リエ 変換 は次式 と表示 され る ．

きs；　HS2・

〔k　（x
一
ξ・）

2
＋ プ

2

〕
一
÷了eM

’p （t「 o 一iVII ：声「
ゾ
φ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ま7）

た だ しlff
下

・・岼 ・す ・・つ …

積分路 は実軸 の 少 し上 に あ る とす る．こ れ よ り，r ，，　 w 。は

以 下の よ う に フ
ーリエ 変換す る こ とが 可 能 で あ る，

爾 ）一罷 ・（P）e
’iPx−i再 ・

ゆ

r（1ア）一王二．Y，
．（x，o），

‘ped
ξ

a・
，（・，・

’
）一払 ・（P ）・

’
・px
−iVI ［7y’dp

Ω（P）一レ ， （・，oレ
ξ4ξ

（18）

さ らに，地 盤 表 面 の 条件 を フ
ーリエ 変換す る と次 の 等 式 が

得 られ る．

き1
・（x7・）暁仁・〔・牌 ゆ

・（・）壕瓜 2（・ t・lliPXdx

祠 一
÷ 漁笥

・ 馬

2 ・
2 一

置 詞 需 噛

（27）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

祠 一
蠧諦

一

響
再 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （28）

船 薪「・1堅撃 晒

こ れ らよ り，（29賦 お よ び （30）式 に 示 す グ リーン 関 数 を 定義

す れ ば，地盤表面上 の 任意加振 にお ける 水平
・
鉛直変位が

（31）式お よ び（32）式 と表 示 す る こ とが 可 能 で あ る．

　　　　　　　l　　
x

　　　　 2 丶

一1　　　 ，
蝋 ・）一

万 説｛〔・
一
￥升

岼 ・

・
癖

2

誓照乙例 籌 ・

（19）

，、．、
転 ・・÷ ヱ〔・ 誓γ

局

  ・ 孳 乙州
亙 嘉 ・

モ

1　　
（22）

を 厂 7 ・  ・〔1
一
詞 ・（・）一・

一
藩〔・

一
詞 ・  一

煮・再 ・（・）一・（・〉

こ れよ り，（19）式およ び（2D 式 は以 下 と再表示され る ，

醗 4藷冫〕F（，）

Ω（P）・一
・，厨

k2△（P ）
F（P）

（23）

（24）

（25）

・（P）モ
ー
誓1・誓 ズ ー

〆泥7 ・26・

（9）より水平 ・鉛直変位は （27）式お よび （28）式と 表示で き る ．

（29）

（30）

嚇
・
桔 ∫二・2（晒 … 鰍 　 　 　・31）

甸 一吉億 2（姻 蝋 ・u・ 　 　 ・32・

こ こで、グ リ
ー

ン 関数の 積分路上 に 複数 の 特異 点が 存在す

るため， 積分範淵を 0く
ρ

く K ，K くp 〈 k，　 k〈p に お け る p
＝K

尺

並 び に虚 軸 上 の 積 分 に分害i」して 数値積分 を行 う こ と とす る，

た だ し，KR は（26）式 の 根 で あ り、レ イ リー
波の 波 数で あ る．

2．3 饌源から驪 中を絛播 した地饌渡の 蹴申へ 鱒 鑑燬
IV

　地盤物性 が 均質で ，震源が十分遠 い と 仮定す れ ば，地震

波 が 平 面 波 と して 海 底 地 盤 ［iに到 達 す る と 考え る こ とが で

きる ．こ の ため ．〆脈 c° 5 α 勿
「
sina ）な る P 波が地盤表面に 入

射角 α で 入 射す る場合に は，地盤内に は P 波の 正 反 射分 と

角度 βを な して 9 波が反 射する た め，次式が成立す る．

雌：：：汀：∴ ド
癩 n

喰　 

た だ し，Ap は P 波の 反 射成分 の ，　 Bp は S 波の 反 射成分 の

振幅 を示 して い る ．ま た，Huygens の 原理か ら導 か れ る 波

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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動 の 反 射
・屈 折 の 法 則か ら（34）式 が 成 立 す る．

Kcoscr ＝kcOsfi

こ れ ら と 2．且節よ り，以 下 の 3 式が導か れ る．

vp

｝

・＿0　
− sin α（1

− Ap ン
IKxcos α

　
＋ Bp　COS β8iltu

‘〕s β

（34）

（35 ）

き
一一・KCI− A

・ ）・・・ …
撫 “一

鵬 ・・… 3・

ik’Tcesfi
・…

  ．。 畷 ・

〔乱細 s β

是｝
一一ikBpS … − 2fieikxcesff＋iK←2COS2 α

一
耋〕（i＋ 孟P ｝轡

一

　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （37）

ま た ，水底面 で の 鉛直変位は，（38）式 と 表 示 する こ とが 可

能で あ る．

・し。。
＝・B ；・

iκ xu − s α

梯 一瞬 極
一一K 　cos βsin2 α 　3

（38）

（39）

Bs栖 十  α
一景〕婦 …

・咢響箒 診〔1離 訓

一
一

胆 ・ヂ叫幽

（44）

・」
　 　 （45）

響讐≒濃iヂ器 一 〕1
Bl　一（吋 1鵠 一 ・］

k　 c 〔⊃s2 β

φ，（  y）一
畷 ・

岬

賦噛
2 − k2　…

2
　fi〕

（46）

こ の 水底 面で の 鉛直変位 v に よ る 水 中の 圧 力は，水 底 面 が

無限遠 まで 均
一一

に 振動す る仮定よ り，（14）式 を 用 い て （ぐ0）

式 と表 示 で き る．

爾 一一轟
噸 廊

2
・

生＿

　　　　　　　　　κ 葺覗
2c

。 s2 α

（40）

こ こで ．水底面上 で ，水中の 圧 力p と地 盤 の 境界力 tzが 等

しい こ とか ら（41）式が 成 立す る，

　　　　　　　　t・n｛・気
一

・
2

−
2

・弓
鵬 毒 ・一

ρω
2
錦 （鋤

・ψ
2

−
2

聯 轟
2
廊

2
β〕

3 、　饑 盤 蹴 麗 麟 畢 蘓 よ び 粤 鑼

Ka 　一κ
2
　cos2 　er

AgP．「，、。、
2

α
ヱ 1瞬 ）一

… 2・ ・… β
（1−・Ap ）（42）

　　k　　 κ
2
丿　　　　　　　　　　　　　　 cos 　2β

これ らよ り，反 射率 廊 が求 め られ，入 射波ポテ ン シ ャ ル

を以
．
ドの よ うに 表示 す る こ とが可能 となる ．ただ し，震源

で の 変位振幅 を a とす る ．

φ’（馬 ・）・−f：瞬 、。。 s（・，・・融 ξ

　　　瞬
照 一

亜 晒
2

…
2

α〕 （43）

揖
一廊

2
・ 賊雕 ・

2 一出
2

・〕

ま た ，8
燕 c° sfi ＋ ysin 　P〕な る S 波が 入 射 角 βで 海底 地 盤 表 面

に 入 射する 場合 に つ い て も同様 に 誘導す る こ とで き る ．結

果 の み 示す と，以 ドの と お り で あ る．

（47）

3．1　点翻懸さ醜た地盤鬢面の 酸竝艪盤

　こ こ で は，グ リーン関数 の 基本 的な 特 性 を 示 し，地 盤の

振動 特 性 につ い て 確 認 す る．解析 に際 し，地盤条件 を P 波

の 速 度 Vp＝6650m ／s，　 S 波 の 速度 暇
＝3450m ／s，密度 ρ

s
−2770kgXm3 と設定 した ．ま た，結果 の 整 理 に水 深 h＝20rfi

を用 い た．な お，観測点 P とわき出 し点 Q の 関係は，Fig．2

に示 す よ う に，わ き 出 し点 ρ を水底 中心 に 設 定 し，距 離 x

離 し た水底 1二に 観測点 P を移動 させ た．Fl呂，3 に U 関数の ，

1
’
ig．4 に V 関数 の 算定結果 を示す．縦軸 に は グリ

ーン関数

の 算定結 果 を，横軸 には 無次元 波数 K ．
11お よ びわ き 出 し点

と観測点 問 の 距 離 を水 深 で 無次元 化 した 値を 採用 して 整理

され て い る、なお，こ こ で 示す縦軸は，水底中心 ◎ を単位

振幅 の 圧力で 点加振 した場合の ．地盤表面に 設 置 され た 観

測 点 P 上 の 水 平 お よ び鉛直変位を示 す もの と理解 され る．

　水 平 変位 の 影 響 を 表す Fig．3 の 結果 か ら，無次元 波数 K沸

の 増加 に 伴 っ て進行波 の 波長が短くな り，遠方 に行 く に従

っ て 規則的な振動特性 を 示 して い る こ とが 読み とれ る．ま

た ，鉛直変位 の 影 響 を 表す Fig．4 の 結 果 か らも，同様 な 特

性 が 読み と れ る．しか し な が ら，加 振点 近 傍 で の 特 性が

Fig、3 と Fig、4 で 異な っ て い る こ と もわ か る．

　地 盤面 で の 変位特性 は ，水平変位 を示 す U 関数の 場合，

s 波 と レイ リー波 の 成 分 に よ っ て 決 定 され るの に対 し、鉛

直変位 を 示す V 関数の 場合は，P 波，　 S 波、レイ リー波お

よ び局部波 の 影 響 を含 む た め に，加振 点近 傍で レイ リ
ー

波
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以 外 の 成分 が卓越 した た め に，規則的な 振動 （レ イ リ
ー

波〉

の 影響 が 小 さ くな っ て い る．こ の よ う に ，地表薗で の 振動

特性 は t レ イ リー波 によ っ て ほ ぼ支配 され ，周波数が 高 い

ほ ど振動が大きい こ とがわか っ た．

3，2　地 震波に よ る海底地盤 の振動特性

　 こ こ で は，1 層 の 地 盤中 を 平 面 波 と仮 定 した 地震波が

水中へ 伝 わ る過程 につ い て 検討す る．水 va　h を 100m と し

て 、地 盤 条 件 を 硬 い 岩 盤 を 想 定 し た Vp166SOmxs．

肱
嘉3450m ／s、ρ s

≡2770Kg！m3 およ び軟 らか い 岩盤を想定 し

た Vp・3400m ／s，  2   眺 ，ρ s
−23．　00Kg ／m3 と し た 駘 の ，

海底地盤表面の 振動特性をFig．5か らFig．7 に 示す．こ こ で ，

横軸 に は P 波ま た は S 波の 入射角並 びに 水深で 無次元 化 さ

れ た 無 次 元 波 数 κ沸 を t 縦 軸 に は 地 盤 表 面 で の 鉛 直 変 位 v

の 絶 対 振 幅を入 射波振幅 a で 無次元化 した 結果 を用 い て 整

理 して い る．

κ

海
　　　避燐 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝

　　∫　　　　　　丶
恥 騨 1

彡一 〜 一

Fま9．2　Conceptua正Figure　of 　［［kis　Ana ｝ysis

 
α

、

丿

っ

カ ・20m
レ广 6650rn

レ＝3斗50m、
P，＝2770kg 〆m

’

’

 
α

憐

丿一
詞

か 20m
し＝665〔〕皿

1 二3150m

e、o−20

（a）Real　Part

ρ，・2ア7魄 ！n、　　　　 °．〔｝−20

　　　　　　　 （b）王rnaginary 　Part

　　　 Fig．3　 Behaviur 　ofGreen 　Function　U

　Fig5 お よ び Fig．6 か ら，地盤中を 伝播 した P 波は 入射角

α が 大き く な る に 従っ て 海底面の 鉛直変位が 大 き くな り，

直 下型 （α ＝90deg） で 入 射 波 振 幅 の 2倍 とな る こ とが わ か

る．こ れ は，境 界面 を 地 表 とお い た 場合 と同様の 結 果 で あ

り，S 波が現れな い こ と に起因して い る．

　 ま た，入 射波 の 振動が 海底面 に 伝 わ らな い 周波数帯の

存在 も読み とれ る ，賑動が 伝播 しな い 周波数帯の 発 生 は水

深 に 依存 して お り，Fig．7 に示 す S 波の 結果 にお い て も 同様

の 周波数帯 に 存在 して い る．こ の 周波数は，水 の 固有値

KAh ＝ （n −112＞π ，（n ＝ 1，2．…）で あ り，海底地盤面 と 水 面の

間で 疎密波が 共 振す るた め に，海 底 地 盤 表 面 に 大 き な動水

圧 が作 用 し，振動振幅 が 小 さ くな っ た も の と推察 され る、

な お，Fig．5 お よ び Fig，6 の 比 較か ら，地 盤物性 の 粛 違 に よ

る 振動特性の 変化 が 小 さ い こ と も読み と る こ とが で き る ．

　 Fig、7 に 示す S 波で は、振動 が伝播す る 入射角が 限定 さ

れ て お り，直 ド型 （β＝9  deg） で S 波が水中に 伝播しな い

現 象 を再 現 して い る ．こ れ は，式 （34）に示 した 波動 の 反 射 ・

屈折の 法則 に お い て ，α が D 〈α ≦90 【deg］の 関係 を 満足す

る βの 場合だ け，水中に 疎密波 が透過 され る た め で ある ．

す な わ ち，P 波 の 波 tw　K お よ び S 波 の 波 数 耐 ま地 盤の 物 性

に よ っ て 異な る た め に，S 波 が 水 中 に疎 密 波 とな っ て 伝 播

す る 入 射角が 地盤 の 物性 に 依存 し て い る ．

　

う　
　　
　

　

　

　

　
　　　

写
蘇

、
」

冫

周 諍
レ  6b50r ［

レ＝3450rn 
ρ ＝277（］kg！mL

羣
、
4

ン

腰 β
L：汗6650m

レ
丁．．3黛 〔｝「ロ
レ

〔｝．o −2D

（a）Real　Part

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一2〔〕

ρ、・277Dkg溜 　 　 　 G・o

　　　　　　　 （b）imaginary　Pan

　　　 Fig，4　　Behavior　ofGreen 　Funct呈on 　V
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4 ．錨 需

本報告 で は，海震問題 に おい て地盤特陸を考慮する た め に，

海底地盤 に 作用 す る 動水圧 に 伴 う地盤内変形の 解析方広を

示 す と共 に，海 底 地 盤 面で の 反 射 ・脳 折 を 考 慮 した 海 震 闘

題 の 入射 波 ホ テ ン シ ャ ル を誘 導 し，そ の 特性 に っ い て 検討

した．得 られ た結果をまと め る と，以 下の と お りで ある ，

（D地盤表 面 の 加振 に 伴 う 地盤内変位 を 表す グ リ
ー一

ン 関 数

　 の 算 定 か ら，地 盤 表 面 で の 変 形 特 性 は，レ イ リー波 の 影

　 響 が 攴配 的で あ り，遠 方 に ま で 伝搬す る こと が わ か っ た．

（2）地盤 を伝搬 して きた地震波は t 海底 直iで の 反 S・1・屈 析の

　特性 に よ っ て 地盤 表面の 振動特性が 異な る こ と ，水底面

　 と 自由表面の 闘にお ける 水 の 固有周波数f寸近で は，大 き

　 な 動 水 圧 が水 中で 発 生す るた め に，海 底 地 盤 の 振 動 は 小

　 さ くな る こ とが わ か っ た．
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